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１．課題の現状と問題点

現状 耕作放棄地が増えている

耕作放棄地とは…

●かつては田や畑として利用されていた。
↓

現在は何も活用されていない土地。

●これからも何も栽培する考えのない土地。

●多くは放置され、雑草が生えている。



耕作放棄地の例



１．課題の現状と問題点

問題点１ 耕作放棄地増加の原因

農業をする人が
いない

土地を放置

農業をする人が高齢になり続けられない



農業従事者は減少・高齢化している

平成27年

農業従事者 175.7

うち65歳以上
114.0

（約65%）

平均年齢 67.1歳

令和2年

136.3

94.9
（約70%)

67.8歳

単位：万人

資料：
農林業センサス

基幹的農業従事者

若い世代の後継者がいない

（普段仕事として農業に従事している人）



問題点２ 耕作放棄地増加による悪影響

●雑草が生える → 景観が悪い。

●害虫が発生 → 周囲の農地に悪影響を及ぼす。

●害獣の餌場になる → 害獣が増え、農作物に被害が出る。

●ごみの不法投棄などの問題が起こる。

●災害時の危険度が高まる。

１．課題の現状と問題点



２．対策・アイデア

対策1 耕作放棄地を減らす

◇農地バンク制度の利用

農地バンクとは…

〇平成26年に政府により全都道府県に設置された

〇信頼できる農地の中間的受け皿

〇中立な立場で農地の貸し借りを進める役割



農地バンクのイメージ図

農地バンク

貸したい 借りたい

所有者 耕作者

登録

農地の中間的受け皿

申込

貸出 賃出

マッチング



２．対策・アイデア

対策2 農業をする人を増やす

若い世代に農業をする人が増

える

農業未経験の人が農業を始め
るのは

ハードルが高い

理想

現実



やり方が
分からない 道具がない うまくできる？

お金が
かかりそう

続けられる？

農業って難しそう…



２．対策・アイデア

国

自治体

支援

農業を
始めたい

人

新規就農の相談会

セミナー・研修会

費用を長期・無利子で貸し付け

農地・住まい・子育ての支援

農業経営を個別指導 など



姫路市の取り組み

新規就農促進PRビデオ作成

農業体験施設・農業研修施設

農業分野のICT人材育成

講習付きのチャレンジ農園

ひめじ帰農塾 など



僕のアイデア

〇勉強やスポーツを習うように農業を学ぶ。

〇子どものうちから農業に親しむ。

〇自治体や農家の人に協力してもらう。

〇栽培や収穫をするだけではなく、田畑の世話もする。

〇収穫したものを自分たちで料理して食べる。

子どものための農業塾



３．感想

きっかけ 祖父母が高齢になり畑の管理が難しくなってきた

畑は手入れをしないと、すぐ雑草だらけになってしまう

両親は畑仕事の経験なし

感 想 姫路市の取り組みを多くの人に知ってもらいたい

田畑がなくなるとさびしい

農業についてもっと知りたい


